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は
じ
め
に 接続・取り付け部品を確認する

本体 × 1

目隠しシール × 1

バインドネジ
(5 × 6 mm) × 4

クリーニング
クロス × 1

バインドネジ
(4 × 3 mm) × 4

皿ネジ
(5 × 6 mm) × 4

本体関係

別売の取付キット関係

ブッシュ × 1 ネジ × 1

●ブッシュを使用した本体の取り付けを行う場合、本機に付属のネジとブッシュを使用して
ください。別売の取付キットに同梱のネジ、ブッシュを使用すると、正しく取り付けられ
ないため本機の故障の原因となります。

別売の取付キットで本機を取り付ける場合
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は
じ
め
に

ハイダウェイ
ユニット × 1

マジックテープ (大)
(かたい方) × 2

取付アングル × 2

マジックテープ (大)
(やわらかい方) × 2

タッピングネジ
(4 × 12 mm) × 4

座付きネジ
(4 × 8 mm) × 4

ハイダウェイユニット関係

リモコン関係

リモコン × 1 リチウム電池
(CR2025) × 1

マジックテープ (小)
(かたい方) × 1

マジックテープ (小)
(やわらかい方) × 1



4

は
じ
め
に

つづき

接続・取り付け部品を確認する

コード関係

電源コード
(本体用) × 1

紫/白リード線延長
コード (8 m) × 1

音響特性測定用
マイク × 1
(�取扱説明書)

電源コード (ハイダ
ウェイユニット用) × 1

アンテナ延長
ケーブル (3 m) × 1

結束バンド × 8

30ピンケーブル
(3 m) × 1

RCA出力コード × 1

ノイズフィルター
(大) × 5

21ピンケーブル
(3 m) × 1

30ピンRGB中継
ケーブル (15 cm) × 1

ノイズフィルター
(小) × 4

フィルムアンテナ関係

フィルムアンテナ
左用・右用　各1

クリーナークロス × 1

ブースターアンプ × 1

クランパー × 6

フィルムアンテナ
電源ユニット × 1

両面テープ
(50 × 20 mm) × 1
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接続の前に知ってほしいこと

接続上のご注意

●本機は、エンジンスイッチにACCがない車
では使用できません。必ず、エンジンス
イッチにACCがある車でご使用くだ
さい。

●赤リード線 (アクセサリー電源) は、常に
バッテリーから電源が供給される電源回路
には、接続しないでください。接続すると
車のバッテリーが消耗してしまいます。

●黒リード線 (アース) は、パワーアンプな
どの消費電流が大きい製品のアースとは
別々に取り付けてください。まとめて取り
付けると、ネジが緩んだり外れたりしたと
き、製品の発煙・故障の原因となる恐れ
があります。

● 本機のアンプにはBPTLという回路を使用し
ています。スピーカーのリード線を直接
アースしたり、複数のスピーカーの (－)
リード線を、共通にして接続しないでくだ
さい。

● 本機と組み合わせるスピーカーには、最大
入力50W以上のハイパワー用で、インピー
ダンスが4Ωから8Ωのものを使用してくだ
さい。規格以外のスピーカーのご使用は、ス
ピーカーの発火・発煙・破損の原因となり
ます。

● 若草色リード線 (パーキングブレーキスイッ
チ) は、必ずパーキングブレーキスイッチの電
源側に接続してください。接続しないと、テ
レビやDVDなどの映像を見ることができな
くなります。

● ガラスアンテナ車は、アンテナブースター
の電源を、必ず本機の青リード線 (オートアン
テナ) に接続してください。接続を忘れるとラ
ジオが受信できません。

アンテナブースターの電源の位置は、車
種によって異なります。(ラジオがON
にならないと、ブースターがONになら
ない車もあります。）詳しくは、取り付
け技術のある販売店にご相談ください。

本機と他の製品では同じ働きのコードで
も色が異なる場合があります。本機と他
の製品とを接続される場合、それぞれの
製品に付属の取付説明書をよくお読みに
なり、同じ働きのコードどうしを接続し
てください。
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●コネクターは、“カチッ”と音がするまで押
し込んで、確実に接続してください。ス
ムーズに入らない場合は、色が間違ってい
る可能性がありますので、コネクターどう
しの色を確認してください。また、無理に
挿入しないでください。故障の原因となる
場合があります。

●コネクターを外すときは、図のようにコネ
クター部分を持ってロックを押しながら、
引っ張ってください。
コードを引っ張るとコードが抜けてしまうこ
とがあります。

コネクターの着脱のしかた

つづき

接続の前に知ってほしいこと

ノイズ防止のために
●ノイズ防止のため、フィルムアンテナおよびア
ンテナコードは、下記の物からできるだけ
離して配置してください。
＊30ピンケーブル
＊21ピンケーブル
＊本体

＊ FM/AMアンテナおよびそのアンテナコード
＊RGBケーブル
＊ IP-BUSケーブル
＊RCAコード
＊電源コード
＊車のコードおよび機器類
＊ナビゲーション本体
＊GPSアンテナ

それぞれのコードどうしもできるだけ離して
ください。一緒に束ねたり、重ねたり、交
差させたりしないでください。アンテナや
アンテナコードにノイズが飛び込むと受信感
度が悪くなります。

●RCAコードに何も接続しない場合は、付属
のキャップを外さないでください。

30ピンRGBおよびIP-BUSの接続について
●30ピンRGBおよびIP-BUSの端子とケーブル
は、同じ色どうしを接続してください (コネ
クターの接続部分が色分けされています)。違
う色のコネクターを接続すると、正常に動作
しないことがあります。

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなると、電
圧が不足する場合があります。そのような
ときは、バッテリーから直接電源をお取り
ください。当社では、電源配線キット「RD-
221」を別売していますので、販売店にご
相談ください。

接続のポイント
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赤

白
赤

白

黒

黒

リアスピーカー
出力

フロント
スピーカー出力

サブウーファー
出力

センター
スピーカー出力

結束バンド

ノイズフィルター (小)RCA出力コード

ハイダウェイユニット

結束バンド
電源コード
（ハイダウェイユニット用）

ノイズフィルター (大)

ノイズフィルター (大)

21ピンケーブル

結束バンド

結束バンドを締め
て、コードを固定
します。

ノイズフィルター
の溝にコードを束
ねてはさみます。

結束バンドをノイズ
フィルターの穴に通
して締め、コードを
固定します。

ノイズフィルターの溝にコー
ドを束ねてはさみます。

結束バンド

ノイズフィルター (小) の取り付けかた ノイズフィルター (大) の取り付けかた

結束バンド

ノイズ
フィルター (大)

本体

スピーカーリード線

スピーカーリード線以外のコード

結束バンド

電源コード
（本体用）

ノイズフィルター (大)

ノイズフィルター (小)

30ピンケーブル

ノイズを防ぐために、付属のノイズフィルターを取り付けます。

ノイズフィルターの取り付け
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接続端子のなまえと働き

⁄8⁄6 ⁄7⁄5⁄2⁄1 ⁄4⁄3

b mn

vxz c

.⁄0

,

⁄9 ¤0

ハイダウェイユニット

本体 フィルムアンテナ電源ユニット
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zバック信号入力 (紫/白) (15 cm)
車の前進/後退を判断するために使用しま
す。「シフトレバーをリバースの位置にし
たときに電圧が変化するリード線」に接
続してください。

xオートアンテナ (青) (20 cm)
アンテナをコントロールするために使用し
ます。(12 V DC、300 mA以内でご使用
ください。) 下記以外の場合は、何も接続し
ないでください。

●オートアンテナ車の場合：
車側のオートアンテナのコントロール入力
端子に接続してください。

●アンテナブースターの電源がある場合：
車側のアンテナブースターの電源入力端子
に接続してください。

c30ピンRGBケーブル (緑) (40 cm)
パイオニア製の30ピンRGB出力付きの
ナビゲーションと接続します。

v21ピン入力端子 (黒) (15 cm)
21ピンケーブルで、ハイダウェイユニッ
トと接続します。

b電源
付属の電源コード (本体用)を接続します。

nスピーカー出力端子 (RCA)
付属のRCA出力コードを使用して、ス
ピーカーやサブウーファーに接続します。

m30ピン入力端子 (紫)
30ピンケーブルで、ハイダウェイユニッ
トと接続します。

,フィルムアンテナ電源
ブースターアンプの電源コードを接続します。

.アース
車のボディの金属部に確実に接続してくだ
さい。

⁄0アクセサリー電源
車のエンジンスイッチをACCの位置にした
ときに電源が供給される電源回路に接続し
てください。

⁄1電源
付属の電源コード (ハイダウェイユニット
用)を接続します。

⁄2リアモニター映像出力端子 (黄)/
リアモニター音声出力端子 (白・赤)
リアモニター (後部座席用モニター) 用の
信号が出力されます。後部座席に設置す
るモニターの入力端子と接続してくださ
い。それ以外は、何も接続しないでくだ
さい。

⁄330ピン出力端子 (紫)
30ピンケーブルで、本体と接続します。

⁄4 IP-BUS入力端子 (青)
IP-BUS出力のある製品を接続します。

⁄5フィルムアンテナ接続端子1～4
付属のフィルムアンテナを接続します。1
から順に接続してください。

⁄6映像入力 (黄)/音声入力 (白・赤)
RCA出力付きポータブルビデオなどを接続
することができます。

⁄7バックカメラ入力端子 (黄)
バックカメラを接続します。

⁄8音響特性測定用マイク入力端子(40 cm)
オートイコライジングをするときに、付
属の音響特性測定用マイクを接続します。
(� 取扱説明書)

⁄9アンテナジャック
カーアンテナプラグを接続します。

¤021ピン出力端子 (黒)
21ピンケーブルで、本体と接続します。
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

システムの接続

15 cm

3 m

本体

紫
30 ピンケーブル

21 ピンケーブル

21 ピン入力端子

黒

例： DVD-V/CD・WMA・MP3対応HDD
ナビゲーションオートサーバー
「AVIC-H990「 」0

30ピンRGBケーブル

40 cm

(� 88ページペ )

長さが足りないときは、付属の30
ピンRGB中継ケーブル(15 cm) と
「AVIC-H990」に付属の30ピン
RGBケーブル(3 m) をお使いくだ
さい。
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ハイダウェイユニット

3 m

紫
IP-BUS
入力端子 (青)

黒

IP-BUS入力 (青)

3 m
カーアンテナプラグ
(車のアンテナより( )

アンテナ延長ケーブル

マルチCDプレーヤー
「CDX-P670」など

● 「AVIC-H990」「CDX-P670」と組み合わせた場合
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

電源コードの接続（本体）

90 cm

フィルター

黒

黄

赤

黄 / 黒

ヒューズ（10A（ ）

橙 / 白

90
ー
90
ー
cm

20 cm

20 cm

30 cm

210 cm

ヒューズ抵抗

ヒューズ抵抗

若草色

ミュート
パイオニア製のナビゲーションシステムなどの別売
製品と組み合わせるときに、本機の音量をコント、
ロールするために使用します。す （。 別売製品からのコ（
ントロール信号が入力されると、本機の音量が自動
的に変化します。) 組み合わせた別売製品に黄 / 黒
リード線 ( セルラーミュートまたはミュート ) があ
る場合は、そこに接続してくださ、 い。それ以外は何。
も接続しないでください。

アクセサリー電源
車のエンジンスイッチをACCの位置にしたときに電
源が供給される電源回路に接続してください。

イルミ電源
車のライトをONを にしたときに電源が供給される電源回N
路 (時計の照明回路やスモールランプ回路など)ど に接続し
てください。

＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、
常にバッテリーから電源が供給される電源回路
に接続してください。

アース
車のボディの金属部に確実に接続してください。

注：赤、黄、橙/橙 白リード線は車のヒューズユ/
ニットを通した後の端子に接続してくだ
さい。

注：電源コードの、ヒューズから本体、および
ヒューズ抵抗から本体の間に、他の機器の
リード線を接続しないでください。

注：ヒューズを交換するときは、必ず同じ
容量のヒューズと交換してください。

＋側

アース側

注：このリード線の接続を間違ったり、：このリード線の接続を間違ったり、：
忘れたりすると、テレビやDVDや なD どなどな
の映像を見ることができなくなり
ます。

接続方法

ラジオペンチ
で強くはさむ。

パーキングブレーキス
イッチの＋側リード線
をはさみ込む。

パーキングブレーキスイッチの
位置は、車種によって異なりま
す。詳しくは、お買い上げの販
売店にご相談ください。

注：製品の発煙・故障を防ぐために、
黒リード線を必ずいちばん初めに
接続してください。
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バックランプの
リード線

ヒューズ抵抗

接続方法

バックランプの
リード線をはさ
み込む。

ラジオペンチで
強くはさむ。

バック信号入力

この接続は車の前進 / 後退を判断するためのも
のです。バックランプのリード線の「シフトレの
バーをリバースの位置にしたときに電圧が変化
するリード線」に接続してください。

※バックカメラを使用する場合は必ず接続して
ください。接続しないとバックカメラ映像に
切り換わりません。

電源コード (本体用( )用

本体

15 cm

紫 / 白

(� 10ページ)ジ

スピーカーリード線の説明は（� 16ページ）

(� 8ページ)ジ

(� 10ページ)ジ

8 m
紫/白

バックランプ (シフトレバーが
リバース［R］のときに点灯す
るランプ) の位置を確認し、ト
ランク内から、バックランプの
リード線を取り出します。
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

電源コードの接続（ハイダウェイユニット）

+

≠

黄
＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係な
く、常にバッテリーから電源が供給される
電源回路に接続してください。注：ヒューズを交換するとき

は、必ず同じ容量のヒュー
ズと交換してください。

ヒューズ (7.5 A)

1.5 m

3 m
フィルター

黒
アース
車のボディの金属部に確実に接続してくだ
さい。

黒

黒/黒 白

15 cm

15 cm
センタースピーカー出力
センタースピーカーを接続します。

50 cm

黒

電源コード (ハイダウェイユニット用)用

ハイダウェイユニット

3 m

カーアンテナプラグ
(車のアンテナより)アンテナ延長ケーブル

注：電源コード： の、ヒューズから本体、 、、、体
およびヒューズ抵抗から本体の間に、、、に
他の機器のリード線を接続しないで
ください。

注：黄リード線は車のヒューズユニット
を通した後の端子に接続してくだ
さい。

注：製品の発煙・故障を防ぐために、
黒リード線を必ずいちばん初めに
接続してください。
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

フィルムアンテナの接続

アクセサリー電源
車のエンジンスイッチをACCの位置に
したときに電源が供給される電源回路
に接続してください。

アース
車のボディの金属部に確実に接続して
ください。

フィルムアンテナ
電源ユニット

5.5 m

ハイダウェイユニット

注：製品の発煙・故障を防ぐために、
黒リード線を必ずいちばん初めに
接続してください。

1 m
黒

赤 ヒューズ（3（ A）A
1 m

注：電源コードの、ヒューズから本体の間
に、他の機器のリード線を接続しないで
ください。

注：赤リード線は車のヒューズユニッ
トを通した後の端子に接続してく
ださい。

「VICS」というラベルの付いた端子
は、ナビゲーションと組み合わせた
場合、ナビゲーションのVICS/FM
多重アンテナ接続端子に接続するこ
ともできます。

注：ヒューズを交換するときは、必ず同じ
容量のヒューズと交換してください。

注:注 他のケーブルと束ね
ないでください。

5.5 m

フィルムアンテナ

3 m

（左用） （右用）

長さが足りないときは､ 別売
の「RD-TV21E」(2 m延長)
をお使いください。
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

スピーカーの接続 1

緑/黒

紫/紫 黒

白

白/黒

灰

灰/黒

電源コード (本体用)

30 cm

緑

紫

20 cm

本体

RCA出力コードA

サブウーファー出力

23 cm

(� 10ページ)ジ
(� 10ページ)ジ(� 8ページー )ジ

+

≠

+

≠

+

≠

+

≠

黒

青/青 白

30 cm システムリモートコントロール

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロールするために使用します。
(本機がONになるとコントロール信号が出力されます。）外部ア
ンプのシステムリモートコントロールに接続してください。
(12 V DC、300 mA以内でご使用ください。)

注：スピーカーを接続しないスピーカーリード
線には、何も接続しないでください。
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黒

黒/黒 白15 cm

15 cm

電源コード
(ハイダウェイユニット用( )

+

≠

赤 白

フロントSP

リアSP リアSP

サブウーファー

(前)

(後)

(左) ( 右)

ハイダウェイユニット

市販のRCA
分岐コード

RCA入力端子へ

センタースピーカー出力

センターSP

サブウーファー用
外部アンプ

「例：GM-A3200」

市販の
RCAコード
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

スピーカーの接続 2

市販のRCA
コード (白・赤)

市販の
RCA
コード

青/白

赤 白

赤 白

赤

白

赤

黒

黒

白
赤

白

赤

白

30 cm

電源コード
(本体用)

システムリモートコントロール

RCA入力端子へ

フロントSP用
外部アンプ

「例：GM-A3200」

リアSP用
外部アンプ

「例：GM-A3200」

RCA入力端子へ

RCA入力端子へ

RCA入力端子へ

システムリモートコントロール
外部アンプのON/OFFをコントロールする
ために使用します。(本機がONになるとコ
ントロール信号が出力されます。）外部ア
ンプのシステムリモートコントロールに接
続してください。(12 V DC、300 mA以内
でご使用ください。)

(前)

(後)

(右)(左)

リアスピーカー
出力

フロントスピーカー出力

センタースピーカー出力

サブウーファー出力

15 cm
15 cm

23 cm

23 cm

(� 8ページ)ジ
(� 10ページ)ジ

(� 10ページ)

サブウーファー用
外部アンプ

「例：GM-A3200」

センターSP用
外部アンプ

「例：GM-A3200」
赤 白

市販のRCA
コード

市販のRCA
分岐コード

RCA出力コード

本体

リアSPリアSP

サブウーファー

フロントSP

センターSP
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市販のRCAコード(白・赤)

市販のRCAコード(黄)

市販のRCAコード
(白・赤)

音声出力へ

市販のRCA
コード (黄)

映像出力へ

市販のRCAコード(黄)

リアモニター

市販のRCA入力付き
モニター

映像出力へ

映像入力へ

音声入力へ

ハイダウェイユニット

赤 白黄 黄

別売のマルチDVDプ
レーヤーまたは市販
のRCA出力付きポー
タブルビデオなど

リアモニター出力に、後部座席
専用のモニターを接続すると、
本機の映像を後部座席でも楽し
むことができます。リアモニ
ター出力はパーキングブレーキ
のON/OFFに関係なく映像が
出力されます。

別売 (または市販) の
バックカメラ

接続した機器によって、「AV INPUT」
の設定を切り換えてください。マルチ
DVDプレーヤーを接続したときは、
「S-DVD」にしてください。市販の
ポータブルビデオ機器を接続したとき
は、「VIDEO」にしてください。

―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

RCA映像/音声入力・出力の接続

警告

本機のリアモニター出力は、後部座席
でテレビやDVDを見るモニターを接続
するためのものです。リアモニター出
力に接続したモニターは、運転者が走
行中に映像を見ることができる位置に
は、絶対に設置しないでください。

リアモニター出力に接続したモニターを使用する場合
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取り付けの前に知ってほしいこと

取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作する
ことを確認してから、取り付けを行ってく
ださい。正常に動作しない場合は、接続に
間違いがないか、もう一度チェックしてく
ださい。

取付キットを別売しています
●車種や年式によっては、別売のパイオニア
製取付キットを使用しないと、取り付かな
いこともあります。当社では車種別専用取
付キットを用意していますので、販売店に
ご相談ください。

●日産車に取り付ける場合は、車種や年式に
よって別売の日産車用取付化粧パネル
「AD-N980」が必要になることがあります
ので、販売店にご相談ください。

粘着テープを貼り付ける前に
●マジックテープや両面テープを貼り付けると
ころは、汚れをよくふきとってください。ま
た、両面テープの接着面は指で触れたり、
貼り直したりしないでください。接着力が
弱くなり、はがれやすくなります。

ノイズ防止のために
●フィルムアンテナの取り付けのしかたによっ
ては、ラジオ放送に雑音が入る場合があり
ます。フィルムアンテナは、「フィルムアン
テナの取り付け」 (� 28ページ) の説明に
従って正しく取り付けてください。

●ノイズ防止のため、フィルムアンテナおよびア
ンテナコードは、下記の物からできるだけ
離して配置してください。
＊30ピンケーブル
＊21ピンケーブル
＊本体

＊ FM/AMアンテナおよびそのアンテナコード
＊RGBケーブル
＊ IP-BUSケーブル
＊RCAコード
＊電源コード
＊車のコードおよび機器類
＊ナビゲーション本体
＊GPSアンテナ

それぞれのコードどうしもできるだけ離して
ください。一緒に束ねたり、重ねたり、交
差させたりしないでください。アンテナや
アンテナコードにノイズが飛び込むと受信感
度が悪くなります。

取り付けのポイント

取り付け上のご注意
●必ず本機および取付キットに付属の部品を
指定通りに使用してください。指定以外
の部品を使用すると、機器内部の部品を
いためたり、しっかりと固定できずに外
れたりして危険です。

ケース

破損
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ハイダウェイユニットの取り付け

取り付け上のご注意
●次のような場所には絶対に取り付けないで
ください。高温により故障する恐れがあ
ります。
＊ダッシュボードやリアトレイの上のよう
に、直射日光の当たる場所。

＊ヒーターの吹き出し口の近く。

●本機は冷却効果を高めるため冷却ファンを
使用しています。このため、冷却ファン
の周辺は十分なスペースをあけて取り付け
てください。また、ヒーターの吹き出し口
など高温になる場所への取り付けや、
カーマットなどで本機全体を覆うなどの取
り付けかたは絶対に行わないでください。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には取
り付けないでください。

●スペアータイヤボードなど、車の振動で動
く場所には絶対に取り付けないでください。

●スペアータイヤ、ジャッキ、工具などの出
し入れの邪魔にならない場所を選んで取り
付けてください。

●ハイダウェイユニットを設置する床面の下
部に、マフラー等の高温になるものがあり、
床面が熱くなるような場合、保護回路が働
き動作停止することがあります。このよ
うな場所には取り付けないでください。

●ハイダウェイユニットは、GPSアンテナ
からできるだけ離して取り付けてください。
GPSアンテナの受信感度が悪くなる恐れが
ありますので、GPSアンテナの近くには
取り付けないでください。

●フロントシート下に取り付けるときは、
シートのスライドに支障がないように取り付
けてください。

この部分をふさが
ないでください。

ハイダウェイユニット側面
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ハイダウェイユニットの取り付け

マジックテープ (大) (かたい方) をハイダウェイユニットの底面に貼り
付ける

マジックテープを貼り付ける前に、汚れをよくふきとってください。

マジックテープ (大) (やわらかい方) を取り付け場所に貼り付ける

カーマット

ハイダウェイユニット

マジックテープ (大)
(やわらかい方) × 2

2

マジックテープ (大)
(かたい方) × 2

1

マジックテープでの取り付けかた

●マジックテープ (大) (かたい方) がカーマットにくっつく場合は、カーマットに直接取り付ける
こともできます。この場合、マジックテープ (大) (やわらかい方) は使用しません。

メ モ
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取付アングルをハイダウェイユニットに取り付ける

ハイダウェイユニットを車に取り付けるために、取付アングルをハイダウェイユニットに取り付け
ます。

取り付ける位置を決め、穴を開ける

タッピングネジで、しっかり固定する

タッピングネジ (4 × 12 mm) × 4

3

Ф2 ～ 2.5 mmの
穴をあけます。

印を付けます。

取付ボード

2

座付きネジ (4 × 8 mm) × 4取付アングル × 2

1

取付アングルでの取り付けかた
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車のラジオ、小物入れなどを取り外す

ラジオ、小物入れなどを取り外し、それらを止めているブラケットを取り外します。
そのブラケットを使用して、本機を取り付けます。

注：注：
は、お買い上げの、

販売店、店、 は、最寄りのディーラー、
にお問い合わせください。

ブラケット

ラジオや小物入れなどラ

1

本体の取り付け

取り付け上のご注意
●本機の性能を十分に発揮するために、水
平に対して40度以内の角度で取り付けて
ください。

●必ず本機および取付キットに付属の部品を
指定通りに使用してください。指定以外
の部品を使用すると、機器内部の部品を
いためたり、しっかりと固定できずに外
れたりして危険です。

●車種によっては、モニターが立ち上がっ
たときに、車のエアコンなどの操作ボタ
ンを押してしまうことがあります。この
ようなときは販売店にご相談ください。

●放熱を妨げないために、下図の部分をふ
さがないようにしてください。

●本機とカーステレオを重ねて取り付けると
きは、本機を上にして取り付けてくださ
い。本機を下に取り付けると、モニター
が立ち上がったときに、カーステレオの
操作ボタンを隠してしまい、カーステレ
オの操作の妨げになります。

●車種によっては、モニターがコンソール
やダッシュボードに当たってしまい、モ
ニターの角度を上向きに調節できない場合
があります。

●エアバックなどの安全装置装着車の場合
は、安全装置の作動に支障のないように
取り付けてください。

この部分をふさがないでください。

本体背面

40°
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ネジ止めする位置を確認する

ブラケットを本機に重ねて、ネジ穴が合う位置を確認してください。
ブラケットのネジ穴は次のタイプがあります。

トヨタ車の場合 日産車の場合

■ 取り付けスペースの奥行きが少ない車に取り付ける場合
本機の奥行きは、一般のカーステレオよりもやや長くできています。通常のネジ穴の位置でコ
ンソールに収納できない場合は、使用するネジ穴を後側にずらして取り付ける事も可能です。

例：日産車の場合

取り付けスペースの奥行きが少ないなどの理由で「後側のネジ穴を使用する場合」には、加工する
などして、必ず片側2カ所ずつネジ止めしてください。片側1カ所止めの場合、音飛びや故障の原
因となります。また、車種によっては窓口パネルの加工なども必要となりますので、商品の取り付
けにあたっては、お買い上げの販売店にご相談ください。

日産車ブラケット

通常のネジ穴を
使用する場合

後側のネジ穴を
使用する場合

タイプ 1 タイプ 2

日産車ブラケットトヨタ車ブラケット

2
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本体の取り付け

ネジ穴を後方にずらして取り付けた場合は、付属の目隠しシールを本機前面に貼り付けます。

ブラケットを付属のネジで取り付ける

左側、右側、それぞれ2カ所ずつ、付属のネジでネジ止めして、元通り車に取り付けます。

バインドネジ
(5 × 6 mm)

× 4

ブラケットのネジ穴の形状に合わせてネジを選
びます。

注：付属のネジ以外は使用しないでください： 。。。い
付属のネジよりも長いネジを使用すると、、、と

。本機内部の部品をいためることがあります。。

バインドネジ
(4 × 3 mm)

× 4

 皿ネジ
(5 × 6 mm)

× 4

車両側のブラケットの凸部やツメ
がじゃまになり、浮いてしまう場
合は、それらをハンマーなどでつ
ぶす必要があります。
＊作業の際には安全に十分ご注意
ください。

ブラケット

3

目隠しシール

ブラケット取り付け時のご注意

左側、右側、どちらも下記のネジ穴は付属のバインドネジ (4× 3 mm) を使用してください。
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リモコンの取り付け

リモコンは、付属のマジックテープ (小) を使用して取り付けます。

マジックテープ (小)
(かたい方)

マジックテープ (小)
(やわらかい方)

リモコン裏面

電池の裏ブタが開閉できる位置に、
マジックテープを貼り付けます。



フィルムアンテナの取り付け

取り付け上のご注意
●車室内に取り付けるアンテナは、エアコ
ン用モーターなどから出るノイズにより、
テレビの映りが悪くなることがありますが、
故障ではありません。

●アンテナは、フロントウィンドウ専用で
す。車体の側面（ドアやフロントクォー
ターウィンドウなど）や、後面（リアウィ
ンドウなど）に貼り付けると、受信感度
が低下する場合があります。

●車種によって、取り付けられない場合が
あります。販売店に相談してください。

●熱線反射ガラスや断熱ガラス、電波不透
過ガラスなど、電波を通さないガラスを
使用した車種の場合には、受信感度が極
端に低下します。お買い上げの販売店に
確認してください。

●フロントガラスに横352 mm × 縦103 mm
の2枚分のスペースが無い車には、取り付
けることができません。

●ピラーにフロントエアバッグを搭載してい
る車両には、取り付けることができま
せん。

●必ずフロントウィンドウの指定の位置・寸
法内に貼り付けてください。

●保安基準※に適合させるため、本書をよく
お読みになり、正しく貼り付けてくだ
さい。

※保安基準は、道路運送車両の保安基準第
29条第4項第6号に対する、平成15年9月
26日付の運輸省（現、国土交通省）令第
95号をいいます。

●フィルムアンテナは折り曲げないように、
取り扱いに注意してください。

●作業場所は、風が無く、空気中にゴミ、ホ
コリなどが無い場所を選んで下さい。

●気温が低いときに作業を行うときは、接
着力の低下を防ぐため、車内ヒーターや
デフロスタースイッチをONにしてフロン
トウィンドウを暖めておいてください。

ナビゲーションと組み合わせ
る場合のご注意
●ナビゲーションに付属の取付説明書も合わ
せてご覧ください。

一度貼り付けると、粘着力が弱く
なるため貼り直しできません。

必ずコードおよびフィルムアンテ
ナを仮止めし、コードの引き回し
などを十分に検討してから貼り付
けてください。

28
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フィルムアンテナ（右用）フィルムアンテナ（左用）

車内から見た図

点検シールなどに重ね
ないでください。

ブースターアンプおよび金属部の貼付許容範囲

必ずお守りください
運転に安全な視野を確保し、性能を十分に発揮させるために、必ず下図の「ブースターアンプおよ
び金属部の貼付許容範囲」の位置に貼り付けてください。許容範囲外に貼り付けると道路運送車両
の保安基準に適合せず、車検に通らなかったり、整備不良の対象となります。

■ セラミックライン有り ■ セラミックライン無し
セラミックライン

ブースター
アンプ
ブース
アンプ
ブース貼付許容範囲

上下上 25 mm 内以内内

金属部

セラミックライン

ブースター
アンプ
ブース
アンプ
ブース貼付許容範囲

上下上 25 mm 内以内内

金属部

ブースター
アンプ
ブース
アンプ
ブース貼付許容範囲

上下上 25 mm 内以内内

金属部

貼り付け位置について



フロントウィンドウ内側の汚れ、油などを取り除く

フィルムアンテナを貼り付ける場所の湿気、ホコリ、汚れ、油などを、付属のクリーナークロスで
取り除いてください。

2

フィルムアンテナの裏シートには5本のスリットが入っています。下図の番号順に裏シートをはが
し、フィルムアンテナをフロントウィンドウに貼り付けます。

車内の内張り（ピラー、ルーフライニングなど）を取り外す

9

ルーフライニングイ

ピラー ピラー

1

q

w

e e

r r

フィルムアンテナを貼り付ける
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qをはがし、フロントウィンドウ内側に仮貼りを行い、貼り付け位置を決める

フィルムアンテナには左用、右用があります。Lは左側に、Rは右側に貼り付けてください。

w～rを番号順にはがしながら、フロントウィンドウにしっかりと密着
させる

e、rは左右どちらが先でもかまいません。
e、rをはがす時には、内側からシワにならないように密着させてください。

w

e e

r r

裏シートをはがします。

4

フィルムアンテナ
qの裏シート
をはがします。

qq目安としてフィル
ム上部がセラミッ
クラインに接する
ように貼ってくだ
さい。

セラミックラインセ

許容範囲許
2525 mm 内以内以内

ブースター
アンプの貼
付位置

ックラインセラミッセ

許容範囲許
2525 mm 内以内以内

ブースター
アンプの貼
付位置

3

メ モ
●取り付け例としてセラミックライン有りの車で説明しています。詳しくは貼付許容範囲（�
29ページ）を参照してください。



透明シートの上からしっかりと密着させる

下図の矢印の方向に、アンテナパターンに沿ってこすり、密着させてください。

透明シートをゆっくりとはがす

残りのフィルムアンテナも同様に貼り付ける7

透明シートを
はがします。

6

5
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ブースターアンプをフィルムアンテナの金属部に貼り付ける

ブースターアンプには左用、右用があります。Lは左側に、Rは右側に貼り付けてください。

ケーブルを引き回す

内張りを元に戻す10

クランパー × 6
クランパーで要所を固定
しながら、ケーブルを引
き回します。

裏シートを
はがします。

注：安全な視野が確保できるようにケーブルを
　　引き回してください。

9

裏シートを
。。はがします。

ブースター
アンプ

フィルムアンテ
ナの剥き出し部
境とブースター
アンプのツメが
合うように貼り
付けます。

8

( � 15ページ)
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フィルムアンテナ電源ユニットの取り付け

フィルムアンテナ電源ユニットは、付属の両面テープを使用して取り付けます。

両面テープ(50 × 20 mm)

フィルムアンテナ電源ユニット
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接続・取り付けが終わったら

接続・取り付けを
もう一度確認する

確認
接続・取り付けに誤りがないか、各コネクターは
確実に接続されているか、もう一度、目で見て確
認してください。

ボールペンの先などで
リセットボタンを押す

車のエンジンをかける

本機の動作を確認する
(� 取扱説明書)4

ACC ON

LO
CK

START

3

リセットボタン

2

1

接続・取り付けが終わったら、次の操作を行って、本機が正常に動作することを確認し
てください。
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